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登録リスト（該当：25件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 旧上田一中跡2008/05/24]	旧上田一中跡2008/05/24	2008/05/24の記録。
ツルヤ上田中央店と健康プラザうえだのある場所は旧上田一中の跡地でした。校舎が取り壊された後、2008年頃は空き地になっていました。駐車場、子どもがスポーツを楽しめるグラウンドになっていました。その奥は長野県の合同庁舎になります。体育館、音楽室の建物はこの時点では壊されずにあり、子ども劇場で使われていたようです。

都市環境から昔の記憶が遠のいていきます。	2024-02-07
	2	[image: 上田映劇(旧花やしき通り)]	上田映劇(旧花やしき通り)	いまではあまり見かけないストリップ劇場やレトロな建物が立ち並んだ通りの中に一際新しい「上田映劇」という看板に違和感を感じ写真を撮りました。以前は花やしき通りという当時撮影された映画の小道具として使用した看板だったそうです。
新しい物に違和感を感じてしまうような、昔ながらの雰囲気あふれる場所でした。	2023-05-05
	3	[image: 上田映劇]	上田映劇	大正6年に建てられた上田劇場。「上田映画劇場」、「上田映劇」と名称が変わりながらも地元の人々に親しまれてきました。平成23年4月をもち定期上映が終了してしまいましたが、平成29年4月に創立100周年を記念した「上田映劇再起動準備会」を開催。約6年ぶりとなる定期上映を再開しました。平成30年上田映劇の保存および、地域の芸術文化活動の活性化に寄与することを目的に特定非営利活動法人 「上田映劇」が誕生し現在に至るそうです。
とても雰囲気のある外観で、一際異彩を放っていました。	2023-05-05
	4	[image: 初代国立劇場さよなら公演]	初代国立劇場さよなら公演	2/15、国立劇場小劇場で文楽『女殺油地獄』を観てきました。さよなら公演と銘打っていますが、９月までさよなら公演が続くようです。建設当時は立派な劇場を作ったつもりでも、建物の陳腐化は避けられず。緞帳の美しさに慰められます。劇場はハレの空間であってほしいところですが、正直、毎回国立劇場の建物には失望を感じ続けています。ハレがましくなくチープなことに大きな原因があります。日本がまだ豊かとはいえなかった高度経済成長期の一時期にその頃の価値基準で作られた建物です。欧米の劇場のように100年経って風格も高まる質の高い文化とは異なり、日本の建築文化はどうしてこれほどまでに持続性がなく、チープ化するのか、この劇場で我慢し続けなければならないのかと国立劇場を訪れるたびに思っています。	2023-02-17
	5	[image: 上田の映画館]	上田の映画館	サマーウォーズの舞台にもなった上田市の映画館は、どのような特徴を持ち、どのような価値を持っているかと思い私は上田の映画館について調べてみた。

この写真は上田劇場だ。上田劇場はロケセットを観光資源とするとておユニークな営業を行っている。

そのほかに上田には映画館はたくさんある。しかし上田にあったイトーヨーカドーは2020年6月に閉店が決定した。2022年には「綿半スーパーセンター」ができるそうだ。

このように有名な映画の舞台になった上田の映画館は工夫がないと大型商業施設であってもつぶれてしまうのが現状だ。その背景にあるのはサブスクライブの登場だろう。

今後どのように映画館が変化していくのか楽しみである。	2023-02-08
	6	[image: 上田映劇の歴史]	上田映劇の歴史	1917年に建てられたのが上田映劇の前身「上田劇場」です。当時一階には桟敷（さじき）と花道があり、回り舞台仕様歌舞伎座と同じような作りをしていました。長い歴史の中でDVDプレーヤーの普及などから客足が遠のき一度定期上演を終了するも、 2014年5月　上田映劇をメイン舞台とした「晴天の霹靂」が上映される。そして 2016年12月「映画の街上田」のシンボルとして再起動させていくために「上田映劇再起動プロジェクト」が開始され、 2017年4月　「上田映劇再起動準備会」として定期上演を再開した今もなお地元のひとの愛のおかげでシンボルとして立っているのだと感じた。	2023-02-01
	7	[image: 大正期の報知新聞紙上の映画宣伝に見られるタイポグラフィー]	大正期の報知新聞紙上の映画宣伝に見られるタイポグラフィー	大正期に、新聞広告、商業ポスター、マッチなどの商品パッケージ等、広告を中心に重要視されるようになったタイポグラフィーだが、特に大正2年（1913）ころから映画広告に登場し、「キネマ文字」と呼ばれるようになった。
映画（当時で言う「活動写真」）は寄席、劇場に並ぶ大正期の三大大衆娯楽であり、「キネマ文字」の普及にも大きな力となったはずである。


報知新聞
第 17232 号、5 面、大正 14 年 1 月 22 日発行
東京、報知社	2023-01-09
	8	[image: イスカの嘴]	イスカの嘴	私が西塩田時報の中で一番面白いと思ったものは｢イスカの嘴｣というタイトルの上田劇場で披露する予定の物語
今では使われないような｢お役人｣という言い回しもさることながら、文末が｢エへヽヽヽヽ｣で終わっているところにとても惹かれた。
村長にお願いする文言が書かれていたりしており、文末の｢エへヽヽヽヽ｣があることにより、下の立場のものらしい小物感がとても醸し出されていて読んでて面白い文章であった。

▼この記事は以下から参照できます。
#5 『西塩田公報』第号(1923年9月1日)1頁
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p0005.jpg 	2022-12-25
	9	[image: 文楽『本朝廿四考』を観る]	文楽『本朝廿四考』を観る	★国立劇場

2022/12/06、国立劇場小劇場に文楽を観に行きました。前回の文楽鑑賞は05/20、『競伊勢物語』を国立劇場小劇場で。2022年は２回ながら文楽を観る機会に恵まれました。

国立劇場が建て替わるということで現在の国立劇場のさよなら公演が続いています。これもさよなら公演の一つ。初日に行ってきました。

『本朝廿四考』は中国の『二十四孝』にならい、本朝（わが国）の孝行に優れた人物を採り上げた物語という意味合いかと思います。その詮索はともかくとして、奇想天外で度肝を抜く物語でした。

歴史上、信州でたびたび戦いを繰り広げた上杉謙信と武田信玄、武田信玄の子武田勝頼、上杉謙信の知将・山本勘助、信州の武将・村上義清らが歴史上の人物というよりは、自由に創作された物語	2022-12-12
	10	[image: 上田映劇]	上田映劇	明治時代、末広座という芝居小屋があり、そこに1917年に建てられたのが上田映劇の前身「上田劇場」です。当時一階には桟敷（さじき）と花道があり、回り舞台仕様歌舞伎座と同じような作りをしていました。上田市で100年の歴史を誇る老舗劇場です。	2022-12-05
	11	[image: 角川武蔵野ミュージアムを訪れて]	角川武蔵野ミュージアムを訪れて	先日、所沢にある角川武蔵野ミュージアムに行ってきました。

以前から訪れたいと思っていた美術館であり、さらに現在ゴッホ展やチームラボの展示を開催しているということで、この日を非常に楽しみにしていました。

感想としては、非常に素晴らしかったです。

ゴッホ展では360°のVR技術を使用した企画展示や、ゴッホの生涯をエピソードを交えながら折れ線グラフで表現しており、多くの人々が分け隔てなく興味を持ち、楽しむことの出来る展示になっていました。

チームラボの展示も、ただ眺めるのではなく来場者が自らアクションを起こして楽しむ参加型の展示が展開されており、一つの作品を完成させる一助に自分がなっているように感じられる没入感のある展示でした。

その他にも、本棚劇場のプロジェクションマッピングの壮大	2022-11-08
	12	[image: 文楽『競伊勢物語』を観る]	文楽『競伊勢物語』を観る	★国立劇場

2022/05/20、国立劇場小劇場に文楽を観に行きました。前回国立劇場を訪れたのは、2019/02/10のこと。その後、コロナ禍となり、公演が中止となる期間も長く、コロナ禍も未だに収束してはいません。国立劇場も３年ぶりです。

演目は『競伊勢物語(はでくらべ いせものがたり)』です。1775年(安永4年)が初演。文楽の演目が歌舞伎になった例が数多くありますが、歌舞伎が文楽の演目になった非常にめずらしいケースの作品です。奈河環亀輔作。この作者も知りません。国立劇場で上演されるのは35年ぶりとのこと。非常にめずらしい作品で興味を持ちました。

1775年と言えば、モーツァルトがオペラを書いていた時代と重なります。翌日、新国立劇場で見たグルックのオペラ『オルフェオとエウリディーチ	2022-05-22
	13	[image: 新国立劇場とオペラ文化の進化]	新国立劇場とオペラ文化の進化	★新国立劇場

新国立劇場が開館して今年2022年で25周年になります。昨日、久しぶりに新国立劇場を訪れました。グルックの『オルフェオとエウリディーチェ』が演目。なかなかによかった。それと共に改めて感じたことは日本のオペラ文化の著しい進化です。上演の高い質が保証されているかのように、こうした上演が当たり前に行われるようになっていることにここ数十年の進化があります。「ローマは一日にしにしてならず」のたとえの通り、我が国におけるオペラが長年の人々の努力・英知によって積み上げられ、磨き上げられてきたものであることを思います。

私がオペラを劇場でも聞き始めたのは1979年から。大学生の時分です。日本人による二期会の上演に接し、がんばってやっているなあ、と思ったのがその頃	2022-05-22
	14	[image: まとめ・参考文献]	まとめ・参考文献	【まとめ】
今回は本を読む時間をとることができなく、ネットでの情報のみとなりましたが、楽しみながら調べることが出来ました。しかし物語についての情報はあったのですが、詳しい情報はすぐに見つけるのが難しく、計画的にやっておくべきだったと後悔しました。

【参考文献】2022/2/15参照
祈り岩〔源平屋島合戦古戦場〕｜高松市
https://www.city.takamatsu.kagawa.jp/kurashi/kosodate/bunka/bunkazai/shiteibunkazai/shiseki/inoriiwa.html
扇の的弓道大会｜日光の伝統行事｜日光観光ライブ情報局
http://nikko.4-seasons.jp/festival/function_detail.shtml?0:41
郷土の誉れ那須与一｜大田原市
https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/docs/2013082771858/
玄性寺 大田原市観光協会 栃木県大田原市の観光案内
https://www.ohtawara.info/spot_detail.html?id=6
那須与一が愛したお寺：即成院｜レンタサイクル京都ecoトリップ	2022-02-15
	15	[image: 那須与一に関係するイベントなど]	那須与一に関係するイベントなど	『扇の的弓道大会』
　　中禅寺湖に浮かんだ船の上の扇を的とした弓道大会です。毎年約1500人が参加します。私も中学生の時に参加したことがあり、先輩から先頭の船に乗っている巫女の人形の名前はキャサリンだと教えられました。根拠はないため、ひとつの噂話として頭に入れていただけるとうれしいです。
　場所→栃木県日光市中宮祠
　日時→8月４日　8：00～15：00

『与一弓道大会』
　　那須与一の偉業を顕彰するための大会です。中高生の参加者は県北地区居住者に限られます。的が扇型になっています。
　場所→大田原市福原玄性寺与一弓道場

『大田原与一まつり』
　　那須与一を称えるまつりです。昼の部には武者行列、子供みこしが、夜の部には与一踊りがあります。令和2年度から令和4年度の3年間休止されています。

『扇の	2022-02-15
	16	[image: 5 当時の上田市について]	5 当時の上田市について	上田市の文化的特徴と言えばやはり「蚕都」として発展した点です。
養蚕業、製糸業を始め関連産業が好況で、桑園も拡大していき、多くの住民が蚕中心の生活をしていたのだと思われます。また、こういった街の繁栄は演劇等の娯楽にも広がり、演芸館・劇場が建つこともありました。さらに、市民の生活用品である酒類・醤油・味噌を扱う店、綿糸・染物を商う店、魚・金物・雑貨を商う店が集まり、上田の町の繁栄を支えていました。

観光の面でも産業の面でも古くからにぎわっていた街であり、また別所温泉などの温泉宿も多くあったため、観光地としても発展していたのではないでしょうか。

信州最古の温泉である別所温泉は明治時代にはすでに年間宿泊、入浴客数が２万人を超えており、大正時代には観光旅館として設立し温泉収入が別所	2022-02-09
	17	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	嘉永5年(1852)諏訪郡平野村（現岡谷市）に生まれた笠原房吉は、開通したばかりの信越線上田駅に近いこの地に、明治33年(1900)「常田館製糸場」を創業した。常田館製糸場は、かつてあった講堂･劇場や病室は失われてしまっているが、近代製糸工場の前途の特徴を示す建物群がまとまって残っているのは県内ではここだけである。国内最高層の木造5階建繭倉庫、大正時代末の鉄筋コンクリート5階建て倉庫群などは製糸技術が発達した時代の先人達の工夫と知恵の足跡が歴然と残り、学術的にも貴重な文化遺産になっている。

「参考文献」
http://www.kasahara.co.jp/kasahara/tokidakan/	2022-02-08
	18	[image: 上田映劇の歴史　昭和まで]	上田映劇の歴史　昭和まで	1917年に末広座跡に上田劇場が開館した。
　当時は芝居、落語、講談、浪曲、歌謡などが催された。
　上田劇場の前身となるのは末広座だが、末広座の開館日は不明である。
　しかし、1912年の上田町地図に末広座、中村座が載っているとのことから
1912年以前に開館されていたと思われる。

1922年に発行された「上田市街明細図」に上田劇場、上田電機館、中村座が載っている。
　1919年に「上田演芸館」というのも開館されたとされているが
　詳しい場所の情報が無いため、上田市街明細図から探し出すことが困難だった。
昭和初期（1926～1932？）頃に上映するものを映画中心とし、
上田映画劇場と名称を変更。
1960年代後半　映画の人気がピークに至る。
1964年　桟敷（さじき）席から現在の椅子席（270席）に改築された。
映画館の話題から少	2022-01-26
	19	[image: 上田市の映画館]	上田市の映画館	　私は「上田市の映画館」を地域探求テーマにして探求していきたいと考えている。
　なぜならば、情報通信文化論の授業中に触れた「上田市街明細図」に上田劇場や上田電機館などの施設が載っていたが、ネットで調べて見てもどのような歴史があったのか、どのような作品が上映されていたかが不明瞭だったため、調べて見たいと感じたからである。
　このテーマを探求し、上記の上田劇場の他にどのような劇場があったのか、どのような作品が見られていたかのアウトプット化を行っていきたいと考えている。
　調べ方については、上田市内の図書館へ赴き資料の閲覧を主に行い、現在も残っている施設に関しては、直接足を運ぶことも視野に入れて探求していきたい。	2021-12-20
	20	[image: 劇場？]	劇場？	モデルコースを散策していると、当然普段なら通らないような道を通るのだが、こうした新しい発見には思わず声を上げてしまう。演劇を嗜んでいる身としては嬉しい発見だった。
時間があるときにまた足を運んでみたいと思う。	2021-11-14
	21	[image: 明洞通りを調べた内容と写真]	明洞通りを調べた内容と写真	明洞通りは巨大ショッピング都市を連想させる空間です。地下鉄4号線の明洞駅近くの約1kmほどの距離です。ここには様々なブランドの売り場、デパートなどが密集しています。流行に気を使う若者におすすめの街です。衣類、靴、アクセサリーなど様々な商品を購入できます。 各種ブランドショップが中央通りをはじめ、サイド側に密集しています。 デパートはロッテデパート、新世界デパートがあり、街には明洞ミレオレ、M  Plaza  のようなショッピングモールがあります。 ショッピングだけではなく食べ物も多いです. ファーストフード店はもちろん、洋食、韓食、和食など様々で、その中でも'明洞餃子'という食堂の明洞カルグクスが最も有名なおすすめのグルメ店です。 その他にもヘアショップ、銀行、劇場など多くの便宜施設があります。	2021-01-26
	22	[image: 上田映劇(雷門ホール)]	上田映劇(雷門ホール)	昭和の雰囲気を感じることのできるおしゃれな映画館。
浅草を知っている人ならば、映画館のある通りの名前が花やしき通りだったり映画館の名前が雷門ホールだったりと、あさくさ？パクリ？みたいな印象を最初は持つかもしれないが。
この映画館は映画のロケセットをそのまま残して、劇場としているものだった。上田市にありながら浅草として撮影をするために改装されたセットの名残。
作られたものだけありとても雰囲気がある。	2020-11-18
	23	[image: 【溢れ出る昭和感】上田駅北 花やしき通り]	【溢れ出る昭和感】上田駅北 花やしき通り	上田駅北、北国街道の若干南にある小さな路地の1つです。見た目はここ数十年は整備されていなさそうなもので、色褪せた看板や演劇場のネオンな感じなどは1970～80年代を彷彿とさせるようなもので、逆に興味深かったです。
まちの活性化の為に一新させてしまうのもいいかもしれませんが、これはこれでまた趣があって良いので個人的にはこのままであって欲しいです。	2020-11-17
	24	[image: 昔ながらの映画館千石劇場]	昔ながらの映画館千石劇場	長野駅前にある千石劇場という映画館です。近くにグランドシネマズがありますが、ここでしか公開されていない映画やイベント、ショーなどがあり今でも親しまれている映画館です。	2020-05-26
	25	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	ここはサントミューゼ。
上田駅からもアクセスしやすい位置にあり、毎月多くのイベントが開催される。
大きな劇場やホールがあり、そこではコンサートが開催されたり、有名人が来訪し、多くの人がにぎわう。	2020-05-23
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